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【0】 はじめに
2005 年 3 月東京神楽坂エミールにて新進気鋭の詩人たちによる座談会「詩を遊ぶ・詩集を楽しむ」
が開催された。出席者は「歴程」新鋭賞の荒川純子・「詩学」誌評担当の竹内敏喜・詩誌「ウルトラ」
編集長であり中原中也賞受賞詩人の和合亮一・関西注目の若手で「ぺちか」誌編集の佐々本果歩に加
え、関西の新興詩誌として評価される「Lyric Jungle」のメンバーである網野杏子・同誌責任編集の
山村由紀で、私自身が企画・進行を勤めた。この座談会は後に「詩集作成パーフェクトマニュアル」
と題して「Lyric Jungle 10」（05 年 12 月 草原詩社刊）に収められることになるが、そこでは、詩集を
取り巻く最現在の課題がさまざまな形で提出された。本稿ではこの、詩の最前線のひとつともいえる
討議に沿いながら、「詩集」とは何かを問いただす、基本的な作業を行なった。具体的には、1 詩集
の現状 2 詩集の意義 に大別し、「詩集」の現状と課題を明らかにする。
【1】 詩集出版の現状
（1）何を以って詩集と見做すか
まず、詩集について考える上で、「詩集」とは一体何かを確認しておく必要がある。そしてそれは
とても難しい問題である。というのも、基本的には、大きく主観によって左右される問題だからだ。
例えば私は、「詩集」というものについてある期間まったく揺るぎない確信に近い観念を持っていた。
しかしここ数年、若い書き手－特にそれは学生であることが多いのだが－が、コピー版の薄い冊子を
以て「詩集」と称しているのを頻繁に目にするにつけ、明らかにその固定観念が崩れた。と同時に自
身、学生期には彼らと同じように、コピーの束を「詩集」と呼んでいたことや、卒業後まもなく、自
分が書いた詩や論文をいくつか集めただけの冊子を「全集」と称して、傍らで出版社を営んでいた詩
人に怒鳴りつけられたことなどが蘇った。だが、それでは詩集とは何か。詩作品の束か、それは何ら
かの用具で留められていなければならないのか、それはホッチキスや紐であるべきか、取り外しの効
くクリップでは認知されないのか。製本されることが条件か、それではその製本はどの程度の製本で
あるべきか、など、少し考えれば問題は噴出する。また、写真やイラストの挿入が程度まで許される
か。もちろん、許されない表現など存在しないのであるが、ある線を越えた場合、それらは慣例とし
て「詩画集」とみなされる。あるいは「フォトエッセイ」のような名称が与えられる。
ここでは、様々の「幅」を含みつつ、以下のような仮の定義をこしらえた。
《詩集》詩作品を束ねたもの。しかし、原稿の束と区別されるために、作成時点での決定が交換不
能な形で提示されていなければならない。すなわち、追加収録の可能なファイル等による収録は製作
プロセスの一部と見做される。また本紙面に写真・イラストを用いることも可能であるが、それらを
完全に除去した場合も、詩作品だけによって十分な分量・質が保たれていることが必要である。
しかし、結局は詩集であるかどうかは、最終的には先に言ったように主観によることころが多い。
私自身としても「詩集というものはコピー版で充分であって、そこに好き勝手に絵も写真も手書き文
字も何もかも乱入しているのが一番健全」という気がしないでもない。しかし、現実には写真やイラ
ストを使わず実験的な試行も極力控え、費用を必要以上にかけたオーソドックスな形体の「詩集」が
多く刊行される。これには理由がある。そうしないことには、「詩壇」内での評価が得られないから
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である。この意味で詩もまた伝統文芸のひとつになりつつあるともいえる。もちろん、この状況は単
純に批判すべきものではなく、ここに、現在の詩の持つ問題点が凝縮された形で現れているのである。
それらについて述べる前に現在の詩集の、一般的な製作過程について確認しておこう。
（2）詩集形成の手順
「詩集」は一般的にはどのような手順で作られ、読者に認知されるに至るのだろうか。まず、当然
のことながら、①作品制作 が大前提である。その上で②合評会での検討がなされる。伝統文芸であ
る短歌や俳句のようなレベルでの「添削」は、非定型文芸であるがゆえに、それほど盛んではない。
しかし、グループによってはそれをよしとする場面もあるだろう。いずれにせよ、指導者を含めて、
参加者の反応や意見を取捨選択しながら、書き手自身が表現を練り上げる場として用いられる。次に、
よく練り上げられた作品を、再度検討して③同人雑誌等に発表 というあり方が一般的である。同人
雑誌は、専門商業誌の同人雑誌評コーナーなどで取り上げられ、掲載されている作品が面白いと認知
されれば、書き手の名前が紹介される。こういった地道な行為の繰り返しの上に、作品数が増えてゆ
く。②および③は、ある場合には商業詩雑誌への投稿→投稿欄への定着という別ルートをたどる場合
も少なくない。また最近では、同人雑誌への発表よりもネットサイトでの発表という形態が圧倒的に
増加しつつあることは周知のことがらである。また、発表という形をとらず、独りで書き続ける、と
いうこともあり得ないことではない。そして、いずれの形で書き溜められたにせよ、いよいよ、④詩
集に収録 という形になるわけである。それがまた専門商業誌の、今度は同人雑誌評コーナーではな
く一段上がって、詩書評コーナー等で話題にされたりして、徐々に書き手としての評価を高めてゆく。
さらに、⑤新聞・一般雑誌等における評判 などを得たり、激しい競争を勝ち抜いて⑥文学賞を受賞
したりした場合には、より一層一般の読者への浸透という形に展開する。そして、書店の売り上げや
「面白い」「否。大したことはない」等の風聞、というような雑多な評価の混在した中から、その詩
集を屹立させるものは、⑦批評家・研究者による言及 という気まぐれな偶然である。そのようなさ
まざまな要素が絡み合った後、随分と後になって（これはいわゆる後世、というにふさわしいほど、
後である。著者の死後であることも全く珍しくはない）⑧出版社による再評価 がなされ、出版ブー
ムになったりする場合が多い。本格的に流通する、ということが起こるである。
（3）詩集出版の現状
上記のような、いわば暗黙の認知過程の中で条件とされるのは、「装丁に凝った、充分に費用をか
けた出版」ということである。冒頭に上げた座談の中で、《どのような詩集を出すべきか》という流
れの中における、詩人・和合亮一の見方は、認知のひとつの典型を示している。私（＝平居）が「簡素
な作りの詩集もそれはそれでいい」という内容の発言をしたのに対し、彼は「現実には評価されない」
と明快に答える。
平居 （前略）ただ、デザインに全然凝らない、出しただけの、表紙も詩集と著者名だけの、って
いうのはお断りやね。まあ、それが絶対悪、っていう訳じゃないと思うけど。内容次第か
なーっていう気持ちが、全然ないわけでもないんだけれど。
和合 あ、でもねー、正直、読まないです（ゴメンナサイ）。装丁がどういう装丁か、って言うと
ころでぽっと目をひくような作りをして欲しいです。特に第一詩集は刊行されてる数がも
のすごく多いんです。私もそういう仕事を長くさせてもらっているわけですが、多い時に
は一月に七〇冊から八〇冊ですから。それが批評の仕事をしている人のところに、どーん
と来るわけですから。こういっちゃわるいけれど、大体装丁も含めた一冊の気風で分かり
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ます。ああこの人は思い出のために出したんだなあ、とか。平居さんがおっしゃってたの
と似てると思うんですけれど、装丁に工夫を凝らしてるか凝らしてないかによって、全然
受け取り方が違うんですよね。それはイヴェントなんかでも同じで、チラシをちゃんとお
金かけて作れば、これは何かあるんじゃないかと思うし、手作りで作っちゃえば手作りで
しかないし。それは中身ももちろん大事なんだけれど、詩集が広く手に渡って行く最初の
クリアーすべきところは批評家に取り上げられるという点なんで、そうでなければ残念な
がら人から人に直接は渡っていくけれども、間接的に批評を受けて渡っていく流通の仕方
は取れない。だから第一詩集をもし出すのであれば、装丁には相当力を入れた方がいい。
（後略）……
和合の見方が全てというわけでは勿論ないが、をはじめとして 「現代詩手帖」「ユリイカ」「詩学」
「ミッドナイトプレス」などの詩専門雑誌をはじめとして、「週刊読書人」「図書新聞」などの書評紙、
「すばる」「文学界」「文藝」、また「朝日新聞」「毎日新聞」「読売新聞」等でも盛んに詩や書評を発
表する和合の《実感》は耳を傾けるに充分の説得力を有している。確かに、コピー版の詩集が受賞し
たということを聞いたこともないし、書評で取り上げられることもない。まさに、これこそが、夥し
い数の詩集、を生み出す、ひとつの根拠である。夥しい、とここでいうのは、例えば、現在の商業詩
誌の代表とも言える「現代詩手帖」の、たまたま手元にある別冊「現代詩年鑑 2000」（1999 年 思潮
社刊）に、その年に出された詩集が、ざっと見ただけでも 700 冊はあると思われる、といった具合の
状況を示す。この年が豊作なのか不作なのかは定かではないが、これとて、この一雑誌が確認した数
に過ぎないのであって、しかも、おそらくはまさに「認知」を求めて自主的に送りつけてくるものも
含まれているわけであるから、裏には、送られてこないものも当然、幾ばくかを数えると考えるべき
であろう。少なく見積もっても年間 1000 冊以上の詩集が出版されているのだろう。さらには、「現代
詩手帖」とリンクしない著者層の存在も大きい。各種雑誌広告の巧妙な「文学賞」まがいの広告よっ
て掘り出される「自分探し層」とでも言うべき、突発的偶発的詩人、の存在がかなりあって、彼らが
150 万の寄進を惜しげもなく捧げ、出版社を潤わせるのである。（これに関しては、出版詐欺という
に値するものであり、「出資者」「寄進者」が被害意識を有しないだけに一層難しい問題であると感じ
るので、別項を立てて論ずるつもりでいる。）このように考えるとき、
詩集とは、そもそも夢の産物でしかない「詩」という繊細な代物を一まとめにして売り出そうとい
う、盗賊船団のような矛盾の形態・それ自体が混沌とした空間であって、そこには、よい作品が並べ
ばそれが全てだ、という明白な本質と、その「よさ」に気づかせるためという本来純粋な希望が肥大
した世間的な野望とがせめぎあい、のた打ち回っている。
と、先にあげた定義の裏側を記述する必要があるだろう。まさに「ユリイカ 特集 詩集の作り方」
（2003 年 青土社刊）の中で、鈴木一民が言うように《詩集は矛盾の塊、そして世界の一部》である。
【2】 詩集の現実的意義
それでは、詩集を作ることは弊害があるかといえば本質的にはまったくその逆であって、大いにそ
のプロセスにおいて、多くの詩人にとって、経済的な問題を除けば、大いに有益な行為である。それ
に加えて、読者の側からも、出版社にとっても意義が大きい。本章ではまず、読者にとっての詩集の
意義を確認する。
（1）読者における詩集の意義
①最も重要であるのは、詩集への収録が、詩作品の散逸を回避する、という非常に馬鹿馬鹿しいこと
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がらである。馬鹿馬鹿しいけれども、現実的には一番大切である。生原稿・プリント・薄い冊子・
あるいは同人雑誌。これらの媒体を通じて目にした作品の多くは失われる。もう一度触れたい、と
考えても、読者はその思いを遂げることが出来ない。著者の行方不明は詩人にありがちであり、見
つかったとしても本人も、その作品を書いたことすら覚えてもいない。これは、個人レベルにおい
ても、国民レベルにおいても、同様である。列車の中に置き忘れられた萩原朔太郎詩集『月に吠え
る』のための、室生犀星の前書き。同じく、金子光晴の『大腐乱頌』の原版。戦火によって失われ
た中原中也の生の原稿。複製を前に、多くのオリジナルの散逸は、いくらでも想像することが出来
る。詩集という形をとってさえ、触れることができないものも多いならなおさらのこと、詩集の意
義は大きい。
②次に、読者として「詩集」が有益なことには、単体では理解しにくい作品の相互補注的意味合いを
それが有する、という点である。さまざまな方向性を持つ作品が一同に集められることによって、
却って底流するその詩人独自の認識法方法が明らかになる場合も少なくない。一篇より二篇、二篇
より三篇。詩集総体として読者に迫るエネルギーは、長編小説を読み終える感動に近いものがある。
但し－これは少し逸れて、書き手の問題ではあるが－あまりにも欲張るあまり、収録作品集が多す
ぎると、効果がマイナスに働く場合があることはいうまでもない。
③また、読者からすると、作品以外の、書物としての別要素、つまり紙質・装丁なども、詩の理解を
助ける上で有効に働く場合も多い。しっとりとした作品にはそれに見合った紙質があり、紙色があ
る。逆に激しい作品にはそれに見合った装丁があり、それらの総合的イメージの中に、読者は放り
込まれるので、前提として、読者はあらかじめ受け入れざるを得ない。逆にいうと、作品だけでな
くて、理解へのヒントが「詩集」には多く含まれているということでもある。もちろん、それは詩
人にとって不本意な場合もあるだろうが、読者にとっては関係のないことがらである。
④映画館で見る映画が、自宅で見るレンタルビデオと異なるのは、スクリーンの大きさだけでないは
ことは少し考えれば理解できることで、詩集として刊行されているものを読むという行為もそれに
なぞらえて理解することもできる。自分が読んでいるまさにその書物を、誰か別の（少数の）読者が
読んでいる（かもしれない）という共有感覚こそ、詩集が読者に与えうる最大の幸福感のひとつであ
る。その目に見えない期待感は、時に読者自身を、詩の世界へと強く引き込むことになる。
⑤コンパクトな「本」という形態は、詩との密着の幻想を読者に持たせる意味でも有効である。ポケッ
トに入る。かばんに入れておく。書棚に常にある。どこにあるか分からないけれども、部屋のどこ
かには必ずあったはずだ。その詩と同じ空間の中にいるだけで幸せであるという詩集を、詩人は必
ず何冊か持っているのであって、それは④でも述べたように、読者自身が詩人に成り代わる瞬間の
確実な根拠として強く存在する。
（2）書き手における詩集の意義
本節では翻って、書き手にとっての「詩集」の意義について確認したいと思う。
①まず、作品の再検討の機会である、という紛れもない事実がある。これは、作品細部の修正や加筆
だけを意味するのではなく、作品選までその中に含まれる。紙面というものが有限である以上、全
ての作品を収録することは不可能であり、あるいは可能であったとしても、前節②でも触れたとお
り、それは構成意図のない羅列という印象が深まるばかりなのである。どれを選び、どれを採らな
いのか、ということを考えるとき、表現者としての自分自身の方向性や決意が定まってくる。
②今、構成意図と書いたが、詩集を作るのは新たな創造・制作に他ならない。一篇一篇の詩という素
材を用いて、まったく別世界を作り上げることでもある。それゆえに、その自覚のない寄せ集め詩
集は本来的には意味を持たない。同じ方向を向いているもの、まったく異なる視線を投げかけるも
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の。あるいはその混在、類別。構成を考え抜くところから、詩集刊行後の世界の展開も自然発生す
る。また、先にも書いたとおり、これは読者にとって、相互補注の役割も果たすものであるから、
詩集の構成自体が、まさに作品のイメージを決定付ける最後の、そして最大の山場であるともいえ
るのである。比較的、この辺りのことの詰めが甘いという印象の強い詩集が多いのは、詩人の無自
覚のなせる業と、詩集が何らかの別の目的のための方便に成り下がっていることを示すものである
といえる。例えば達成感の獲得とか、記念。商業的成功。業績の提示。賞狙い。これらを軽んずる
わけではないが、前提としての、詩集構成が極めて緻密に、厳しく行われていることが、詩人を詩
人たらしめる唯一の方法である。
③座談記録「詩集作成パーフェクトマニュアル」の中で荒川純子は、
荒川 テーマっていうのは結構大切なことだと思いますね。第一詩集『デパガの位置』では、ずっ
と自分の書き溜めていたものを出す、子供を生み落とすみたいな感じで面白かったのです
が。第二詩集に関しては、デパガを辞める今、それらを書いたものを出しとかなきゃお蔵
入りになっちゃう、と辛くなって退職金で第二詩集を作ったわけなんです。
と、テーマなき第 2詩集が自分の中に残した不足感について語っている。②で言った構成意図はひい
ては、詩集そのものの持つテーマを無意識に強く前面に押し出すことにもなるし、上記荒川のように
まず、テーマありき、という場合もある。いずれにせよ、作品一篇だけによってはなしえないスケー
ルの提示を可能とするのが詩集という塊である。
④詩集が作られてゆく場合、多くの場合、担当の編集者がつく。編集者は、詩集の方向性についての
アドバイスを与える。ここで、何のやり取りもなく、スムースにゆくのは余程その詩人が才能があ
るか、編集者が無能であるかのいずれかである。同座談記録の中で、竹内敏喜は詩集担当者とやり
取りにおける緊張関係の効果について次のように発言している。
平居 竹内さんは今度はミッドナイトプレスから出されるんですよね。その経緯なんかはどうな
んでしょう。
竹内 うーん。水仁舎の場合も北見さんとよくしゃべったし、ミッドナイト・プレスの場合も、
岡田さんと親しく話しました。要するに、同じところでなぜ続けないのかという問題にな
るんですけれどね。実は相手もそれは期待しているんですよ。ですから、少し人間関係が
難しくなることもある。今まで仲良く付き合って来たのを、少しゆがめる訳でしょ。でも、
こっちの創作意欲も含めて、緊張関係を持たしたいわけです。今回はあっちで作るけれど、
その次はお任せする。その時には、前よりも良くしてほしいって期待が自然にあらわれる
ので、ふらふらしているような出し方になっちゃうんですね。でも信用できる人は何人も
いるわけです。そういう人物との出会いを大切にしたい。その駆け引きの方が面白いなっ
て気づいちゃうとね。
和合 役者と演出家みたいな感じですね。
⑤また、自分自身が希望のデザイナーに依頼した場合も、そのデザイナーがアーティストとしてのプ
ライドが高ければ高いほど《バトル》が展開されることを、同座談の参加者である網野杏子は、依
頼したシュミットとのやり取りの体験をまさに《バトル》と表現している。
網野 さっき竹内さんが、「思ったより簡単に詩集ができてしまった」とおっしゃいましたが、
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私は全く逆で、詩集を出すのはこんなにしんどいんやなあ、って思ったんですよ。…（中
略）…私の中では、もう詩集にかかりっきりで。ずうっと仕事をしてる中で、40 度近く熱
があるときに金（時鐘）先生に解説の依頼の手紙をはあはあ言いながら出してみたりとか、
有給休暇の間に大阪に行ってデザイナーさんといろいろバトルしたりとか。ポカリスエッ
トやイピサのロゴをデザインしたデザイナーのヘルムート・シュミットさんなんか、松田
優作ばりに「なんじゃこりゃー！」というのが出てくるんですよ。私が「ここはこういう
ようにしてください」っていうのに対して、全く違うものが出てくる。
平居 あの方は強烈な個性でした（笑）。
網野 もう、話きいとんのか （ー笑）って。普通のビジネスだったらそこで終わりなんですけれど
も、全く依頼と異なるもの出してくるっていうのもすごいなあ、って。で、話をして行く
中で、行間などでも、あ、シュミットさんが言ったほうが良いやって言うのとか出てきま
した。
しかし、その《バトル》を通じて、自分自身も想定しなかったよい成果が生じることも大いにあり得
るのだ。というよりも、むしろ、一種の共同制作ともいうべきものであって、そこでの自分の出し方・
殺し方が詩集の出来上がりといった表面的な事柄をはるかに超えて、その後の詩人自身の表現者とし
ての存在の方向性すら大きく左右することになるといっても過言ではない。
（3）出版社における詩集の意義
ここで、さらに視点を移して、出版社にとっての詩集刊行の意義についてみておきたい。業界生半
可通は、「詩集など、売れもしないので出版社にとってお荷物に過ぎない」という言い方をするが、
意外なことにそれはまったく間違っている。
①詩集を出すということは、いまだに、「詩」の文化的価値がやや過信されていると見えて、特に通
俗書出版を主とする出版社にとっては、イメージアップに有効な手段として用いられる。詩集を刊
行することの文化的価値が認知される顕著な例である。また、必然装丁にも凝る必要が生じるので、
該当出版社の、美術的センスの提示物としての有効利用も可能のようだ。また、積極的に、小さな
存在に目を向けて、書き手を育ててゆく、或いは社会適応が不充分な存在をバックアップしている
という人道的イメージをアピールするのに利用することも可能だと考える出版社もある。
②しかし、問題はこれらが全て自費出版による、という点にある。すなわち、①にあげたアピールを、
出版社は無料で行えるばかりか、売れない場合のリスク回避と称して、著者から経費を取るのが通
例である。さまざまの実例を図式化して示すと、100 万円の費用で著者の手元に 200 部～400 部が
届けられる。高いところでは 150 万というのもさして珍しくはない。甚だしい例では、それだけの
費用を要求しながら、著者にはほんの数部渡されるだけ、という事例も聞く。印刷費は勿論、印刷
会社によって異なるが、最近の印刷技術向上によって、50 万～70 万もあれば優に小部数なら作成
できるはずで、すると、小さく見積もっても、50 万程度の利益は一冊の詩集につき出版社の手元
に入る計算になる。たとえば、定価 1000 円の書籍を 1500 部完売して 150 万円の売り上げを得、
そこから書店へ 2割と流通経費 1割とさらに著者への印税 1割の総計 60 万を差し引く。そこから
50 万の印刷経費を支払う。これでは出版社の純利益は 50 万にさえ満たない。しかも、現在の出版
事情でいえば、初めから 1500 部売れる保障のある本など、メガヒット商品を除けばそうざらには
ないとういうのが現実である。それならば、出版社が、詩集の刊行を引き受けることに躊躇を覚え
ず、逆に歓迎する図式はよく理解することが出来る。ましてや先述のようなメリットも転がり込む
のならなおさらである。詩集出版を取り巻く環境は、手薬煉を引いて待ち構える世間との際どい関
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係の典型である。詩人は、作品を創作するに使う感性と同等の鋭さをもって、声を掛けてくる出版
社の、本物と偽者とを嗅ぎ分ける必要があるといえる。
【3】 おわりに
先にも述べたが、現在、従来の同人誌の時代は過ぎ去り、作品発表はネットサイト上、というのが
普通のあり方になった。その中で、詩集は相変わらず、多数刊行される。
今後、詩集がどのような進展をとげるか、あるいは詩集にとって変わる別の媒体があらわれるか、
というのは予想がつかないが、本稿で述べたようなメリットを含みつつ「詩集」を超え去る機能を別
の何かが偶発的に持ち得るとは簡単には想像しにくい。本稿でも触れたような、さまざまな問題点を
含みつつ、詩集刊行の季節は今後も歩みを止めることはないであろう。
A Metaphysical Study of the Anthology
Ken HIRAI
This paper looks at the meaning and purpose of the poetic anthology. Anthologies can be mundane
while at the same time be extremely philosophical. Considering this, the paper discusses anthologies
from the point of view of the reader, the poet and the publisher and discusses to what extent the poet
should be concerned with the meaning inherent in the anthology and gives a clear answer to this difficult
problem.
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